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☆ 2006 年度 川西まちづくり講座 基礎コース 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 「つながりカフェ」 
～誰でもいつでも寄ってこ交流会～ 

 

  

～２～

 

（詳細は 072-774-7333 まで） 
（参考ﾌﾞﾛｸﾞhttp://www.voluntary.jp/jkawanishi/）

♪ごく自然に思いを話し、ごく自然に聞きあう。何

かを決定したり、答えを出したりはしませんが、本

音で語れる貴重な場。1 月は 22 日、2 月は 15 日に

OPEN しています！ 
※ 時間は 18:30-20:30 場所はパレットかわにし 

7 月から全 4回にわたり『川西まちづくり講座』

基礎コースが開催されました。 

第 1 講（7/29）はまちづくりの視点や考え方につ

いていろいろなワークを、第 2 講（8/12）ではわが

まち川西の良いところや改善点について考え、そこ

からまちあるきコースの選定、第 3 講（8/26）は実

際にいろいろなコースをまちあるき。 終回（9/2）

では、これまで見て・歩いて・感じ、考えてきた川

西のまちの将来について、私たち自身がどういった

まちづくりができるのか、将来の川西のまちや私た

ちのまちづくりについて考えていきました。 

久隆浩先生（近畿大教授）の講評では「まちづく

りを実行するために、一番確実なのは自分でやるこ

と。不確実なのは他人にやらせることです。自分た

ちの身の丈に合うことを少しずつやっていくこと

が重要。 後に『この講座がキッカケでこんなこと

をやっています』などの報告などがあれば、嬉しい

です。」とのお話がありました。 

『ふだん、どんなことしているのかな～？』 

『他の分野の人の話をゆっくり聞いてみたい』 

『今度、イベントをするけど、どこかで伝えたい』

『 近、仕事や活動が先詰まり…、何かアイディア

ないかなぁ…』 

こんな時に、話しに来て、聞きに来て、新たな「発

見」や「つながり」を「おみやげ」に持ち帰ってい

ただければ！と思います。 

これまでに 9 回開催、参加延べ人数は 171 名。 

これだけの方々とつながりが出来たと考えると感

動です！ 

 

♪進行役は、当法人理事長の久隆浩先生。カフェの

常連さんの中には、先生のお話を楽しみに来られる

方も！（先生の知られざる一面を垣間見ることも?!）

 

♪ネットワーキング事業（川西市市民活動推進交流

事業も兼ねる）の一環で、「つながりカフェ」を毎月開

催しています。「つながりカフェ」は、色々な方々が、

個人の立場でつどいあい、 
話をしたり聞いたりする 
CAFÉ のような場です。 

http://www.voluntary.jp/jkawanishi/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005 年 4 月 25 日、 も安全と信じていた鉄道

による大事故が起こりました。その未曾有の事故か

ら今年の 4 月で 2 年となりますが、世間での風化が

進む中、被害に遭われた方々にとって事故との対峙

は、まだまだ続く長い道のりです。 
事故の 3 日前に念願の NPO 法人となった「市民

事務局かわにし」は、川西市がこの JR 宝塚線沿線

の中継地域であったことで、事故と無縁ではありま

せんでした。直接的にも間接的にも関わりを持った

私どもは、この事故に対して「民」でしか出来ない

支援がある、また、それは「中間支援」機能を持っ

た組織でなくては出来ない、さらに、法人立上げ直

後の事故ということにある意味の「使命」も感じ、

2005 年 5 月 17 日から、被害者（主に心身に怪我

をされた方）の支援に取組んでまいりました。 

取組みは大きく二つ。 
各専門機関との橋渡し 
など総合的な情報の 
「相談窓口」の開設と、 
被害者たちが横のつながりを 
持ちお互いに情報交換し支えあう 
場としての｢つどい｣の実施を継続しています。 
これからも、支援を必要とする方がおられる限

り、真っ暗な闇の中にともる「灯り」のように、「民」

が担う、おそらく世界でも初めてのこの取組みを続

けてまいる所存です。 
【情報相談窓口】 

色々な相談の総合窓口。各専門機関のご案内や  

ご紹介もしています。 

月～土曜日（日・祝休み）午前 10 時～午後 4 時

【語りあい、分かちあいの｢つどい｣】 
被害者やそのご家族の横のつながりや支えあいの

｢場｣を提供しています。 

毎月 1 回、土曜日または日曜日の午後に開催予定

場所は、パレットかわにし（川西市市民活動センター）

    「“ともし続ける灯り”」       
JR 福知山線列車事故で被害に遭われた方やご家族へ

 
 NPO労務管理＆マネジメント講座 

今年度は（特）宝塚 NPO センターにご協力いた

だき“NPO 労務管理＆マネジメント連続講座”を実

施しています。NPO 法人といえども効果的・効率

的に事業を展開し、法人を運営していくためには、

ビジネスの視点を持ち、運営管理のノウハウを知っ

ておくことが必要です。ちょっと堅いテーマです

が、NPO 法人の実際に即した内容で、とてもわか

りやすい講座でした。 
終回(3 月)は「事業報告書作成方法と登記につ

いて」。今年初めて報告書を作成される団体は特に

受講をお勧めします。 
 
 

NPO会計講座 

昨年度末に悩みぬいた会計の経験もあり、年度末

に慌てず会計処理が行なえるよう連続講座を開催

しました。講師は（特）宝塚 NPO センターのコン

サルタント丸山美鈴さん（税理士）。 
NPO の会計は、一般的な会社などの会計処理と

は少し異なります。また、今さら聞きにくいような

ことも、丸山先生には遠慮なく質問ができ、新米会

計担当の方にとって、とてもわかりやすく充実した

内容となっています。 
今年の年度末は余裕を 

持って迎えることができ 
そうですね！ 第 1 回  「ボランティアにコミュニティビジネスの視点を！」

（8/2）   【森綾子さん】 

第 2 回  「ブログで情報発信」 

（9/14）  【金森康さん】 

第 3 回  「スタッフの雇用と社会保険」 

（11/6）  【増本有砂さん】 

第 4 回  「会員管理と業績管理」 

（12/6）  【金森康さん】 

第 5 回  「事業報告書作成方法と登記について」 

（3 月予定）【吹曽幸雄さん】 

 

 

 

 

 第 1 回  「証憑整理の仕方・出納帳の記載の仕方」 

（8/31）   【丸山美鈴さん】 

第 2 回  「給料計算の仕方」 

（10/25）  【丸山美鈴さん】 

第 3 回  「年末調整の仕方」 

（11/29）  【丸山美鈴さん】 

第 4 回  「決算・収支報告書の作成方法その１」 

（2 月予定） 【丸山美鈴さん】 

第 5 回  「決算・収支報告書の作成方法その２」 

（3 月予定） 【丸山美鈴さん】 

～３～
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２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

３月 

２０日  川西まちづくり講座 応用編 ①（全 3 回） 

２２日  第 10 回 つながりカフェ 

 

３日  川西まちづくり講座 応用編 ② 

４日  JR 福知山線列車事故被害者支援 

    第 15 回「語りあい、分かちあいのつどい」  

１３日  いまさらきけないパソコンのことパート 4－ ① 

１５日  第 11 回 つながりカフェ 

１７日  川西まちづくり講座 応用編 ③ 

１９日  いまさらきけないパソコンのことパート 4－ ② 

２２日  こころもからだもすっきり癒しのボディワーク ① 

２７日  いまさらきけないパソコンのことパート 4－ ③ 
 

1 日  こころもからだもすっきり癒しのボディワーク ② 

３日  JR 福知山線列車事故被害者支援 

     第 16 回「語りあい、分かちあいのつどい」 

 8 日  こころもからだもすっきり癒しのボディワーク ③ 

１５日  第 12 回 つながりカフェ 
 

※毎週土曜日：市民活動サポート相談 

address：〒666-0137 川西市湯山台 2-34-21 

tel&fax：072-774-7333 

pc-mail：jimkawanishi@jttk.zaq.ne.jp  

h p  u r l：http://www.npojimkawanishi.org/  

blog url：http://www.voluntary.jp/jkawanishi/  

編 集 後 記。．                  

「特定非営利活動法人 市民事務局かわにし」  正会員／賛助会員募集のご案内 
 

 特定非営利活動(NPO)法人市民事務局かわにしは、皆さまの会費に支えられながら活動を展開しております。ご協力いただきま

した会費は、当法人の事務局運営や市域を中心とする社会貢献活動の一助となり、「公」の動きとして還元してまいります。 

 JR 福知山線列車事故につきましても、この沿線の中継地域として、被害者の皆さまの相談窓口となって、長期にわたり支援活

動をしていく所存です。 

 これからの新しい「公」を担っていこうとしている市民事務局かわにしを、どうか皆さまの温かな「心の投票」で支えていただ

きたく、よろしくお願い申しあげます。 

 私どもの「会員」(正会員／賛助会員)と「年会費」のシステムにつきまして、ご案内させていただきます。 

 

会員種別 個 人 団 体（企業） 団 体（非企業） 

正 会 員 5,000 円 10,000 円 5,000 円 

賛 助 会 員 3,000 円  5,000 円 3,000 円 

※1 会員期間：4 月 1 日～翌年 3 月 31 日 
※2 会員の皆さまには、随時、市民事務局かわにしの活動状況や、講座案内など有用な情報をお届けします。

※3 正会員には、総会での議決権があります。 
※4 非企業とは、NPO 法人など非営利団体を意味します。 
※5 いったんお納めいただいた会費は返金できませんことをご了承下さい。 

 

 納入方法については、お手間をおかけしますが、下記のいずれかの方法でお願いいたします。 

 詳細につきましては、どうぞ以下の連絡先に遠慮なくお尋ねください。よろしくお願い申しあげます。 

 

※1 パレットかわにし内「JR 事故支援窓口」横 月～土(日・祝日休み)10:00～16:00 
※2 郵便振替  【口座番号】00950-6-297192 

新しい装いで、vol.2 の発行となります。｢市民事務局
かわにし｣は、会員の皆さんと活動に賛同いただける
方々に見守られ、4 月には早、3 年目を迎えます。
これを機会に、年 4 回の発行を目指します。 
事業実施状況が身近にご報告でき、親しまれる 
「ニューズレター」となるよう努めます！ 

【スタッフ一同】

【口座名称】特定非営利活動法人市民事務局かわにし 

ⅰ
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